
冷却用循環水のスケール除去・自動排出装置
SRD(Scale Removal Device)

Scale Removal Device

安定した冷却性能を維持し、メンテナンスコストを大幅に削減する



Ⅰ.現状の冷却塔のスケール対策の問題点

スケールの付着
冷凍効率の低下

３．電気代アップ

２．薬品代

１．水道代アップ

１ ブローイング（強制的に排水し、補給水を加え冷却水の濃縮の防止） ⇒水道代
２ 薬品注入を行っても完全にスケールを防ぐことは出来ない ⇒薬品代、環境負荷

⇒電気代 ⇒熱交換器のメンテナンス費用（設備トラブル）

補給水

薬品注入

ブロー

４．設備トラブル

SRD



Ⅱ．スケールの除去原理

(－)イオン化された
冷却水

２．(－)イオンが配管に
付着されているスケールも除去

（殺菌効果有り）
１．冷却水の中の
スケールを除去

ストレーナー

スケール取出し

反応器(電極)

そのまま排出も可能

スケール

極性反転⇒

冷却水



電気分解を利用したスケール除去装置 SRD(Scale Removal Device)

Ⅲ. 製品概要

1. 冷却水中に溶解しているCa²⁺（カルシウム）、Mg²⁺（マグネシウ
ム）、SiO₂（二酸化ケイ素）などを電気分解によって（－）電極に
還元し、CaO（酸化カルシウム）の形態で析出させることで、循環
系外へ自動排出し、冷却装置の配管内外のスケール形成を未然に防
止します。

2. 電解質の構造が変化した水は、循環しながら電気分解反応によって
奪われたスケールの原因物質を補充し、平衡状態を維持します。そ
のため、冷却塔や循環配管、熱交換器などの循環系内部に付着した
既存スケールからスケールの原因物質を引き離し、電気分解を通じ
て水系から排出します。



Ⅳ.既存技術の限界と問題

方式 内容 デメリット

磁石式
磁場の中央に水を通すことで、Ca2+(カルシウム)、Mg2+(マグネシウム)イオンの分子
結合を妨げ、溶解物質がパイプ壁に付着するのを防止

理論とは異なり、大きな効果が見られず、磁石の持続性問題、
スケールを水系外に引き出すことができない

電子式 水−金属界面の電位差を中和・解消させて伝熱面にイオンを分散
限られた区間での動作と効果
スケールを水系から引き出すことはできません

超音波式 超音波振動子を用いて微細な振動を連続的に加えて除去
超音波の限られた範囲でのみ利用可能
スケールを水系から引き出すことはできません

イオン交換樹脂法 硬水を軟水に変えてスケール除去 Na+イオンによる腐食防止措置が必要

イオン方式
鉄より酸化力の強い金属を付着して酸素を事前に遮断し、錆の発生を抑制、スケール
除去

水の電位も、pHによって効果差有り、価格高価、設置時配管
切断問題発生

触媒方式 水の磁性を変化させ、錆やスケール防止、従来の錆とスケールの結合力を弱めて除去
スケールを水系から引き出すことは不可能。
除去効果が不十分

誘導コイル方式
電磁場のローレンツ力を用いて水中にCaCO 3 結合を加速させてドレンさせ、CO2 によ
り既存スケールも分解

限られた区間のみで動作および効果
スケールを水系から引き出すことは不可能である。

電気分解方式
反応器箱に極性の異なる2つの電極を入れ、その間を冷却水が通過しながら(-)電極に
スケールを付着させて電極の極性を交換してスケールを分離、除去する方式

装置構造上、通過する冷却水の圧力を2bar以下に維持して
稼動することがお勧め



Ⅴ. 主な機能

■電流自動調整機能

■電極自動クリーニング

■スケール自動排出

■瞬間停電および停電時
自動回復機能

■遠隔通信サポート

■自動＆手動運転(二重化)

適用

電流
自動調整
機能

電極自動
クリーニング

遠隔通信
サポート

自動＆
手動運転
(二重化)

スケール
自動排出



#. 画面構成 

NO 表示内容

1 電極入力電圧

2 電極入力電流

3 電極電流設定

4 正方向時間設定（時間：分）

5 逆方向時間設定（時間：分）

6 排出待機時間設定（時間：分）

7 排出時間設定（分：秒）

8 日付と時刻の表示

9 稼働 or 停止ボタン

10 アラーム ON/OFF設定

11 設定値 増加ボタン

12 設定値 減少ボタン

ⓛ

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

温度

圧力

冷却塔 ポンプ
バルブ
OFF

PM
電極電圧

電極電流

正方向時間

逆方向時間

電流設定

排出時間

排出待機時間

稼働

アラーム
ONスケール



#. 通信サポート (Option)

スマートフォンやユーザーPCで遠隔運転と管理が可能

APPアイコン

設定のために
パスワードを入力し
てください。

【確認】

../../2. 동영상/원격지원.MP4


Ⅵ. 適用分野

冷却塔

射出機

熱交換器

冷凍機

水冷式コンプレッサー

チラー

冷却用循環水を使用するあらゆる分野に適用可能

圧出成型ライン



Ⅶ. 設置事例_スケール確認

J社 スケール除去装置（SRD）設置

・モデル：SRD-1000A × 2台

・稼働期間：2019年8月5日 ～ 現在

・設置対象設備：冷却塔 1000RT×3台

設置写真 ストレーナーにスケールが捕集された様子（稼働3週後）

1号機 2号機



設置事例_スケール成分分析

スケール成分の分析結果、CaO（酸化カルシウム）
成分が45.0％で最も多く占めている
(関連根拠：韓国KTR 試験成績書)

乾燥前スケール

乾燥後スケール



Ⅷ. 設置事例_冷却塔エリミネーター確認

冷却塔エリミネーター、稼働前後の比較（稼働後35日、H社）

表面のスケールが除去されたことを確認できる。

19.07.02 19.08.07



設置事例_インタークーラー確認

熱交換器（インタークーラー）のスケール除去前・後の比較（稼働後５カ月、P社）

表面のスケールとスライムが除去されたことを確認できる。

５カ月
後



Ⅸ. 設置事例１

イイル産業

韓美精密化学LG化学３

LG化学１

LXハウシス

スルブレアイン TORAY先端素材

LG化学２三星電子

../../2. 동영상/1. 가동영상/8. LG하우시스 울산공장.MOV


設置事例２

プルムウォン ハイタイhtb 済州三多水

オトギ食品 三洋社

オリオン CJ 白鶴飲料

OBビール

../../2. 동영상/1. 가동영상/4. 풀무원샘물 포천공장.MOV


設置事例３

JW生命科学綠十字

全州ウォンパワー

韓国ニトオプティカル KIA自動車

韓独

SPC三立 オリオン

大雄製薬



設置事例４

韓国フレンチ 協進 ジオテック

ケイアイビ

慶一テックウジン企業 DooSung

エムフィニックス シピコリア

../../2. 동영상/1. 가동영상/6. 한국프랜지 울산공장 2.MOV


Ⅹ. 設置事例_スケール捕集事例１

*収集されたスケールの色は水質によって異なる。



設置事例_スケール捕集事例２

*収集されたスケールの色は水質によって異なる。



Ⅺ. 設置効果１

■さらなる効果
・年間エネルギーコストを15〜30%削減
・設備清掃や維持管理の人件費削減
・副資材コストの削減
・エネルギー管理体制の向上
・企業のSDGs・環境目標達成
・持続可能な設備投資
・投資回収期間の短縮
・長期運用によるメリットの最大化
・マイナスイオンの作用による除菌効果（レジオネラ菌）
・ROI（投資利益率）は1年以内

SRD(Scale Removal Device)を導入すると、

■SRD導入のメリット
・薬品処理費（スケール除去剤） → 不要
・配管・熱交換器の清掃・交換費用 → 削減
・冷却装置の運転負荷増加による電気料金 → 削減
・設備の寿命 → 延長
・長期的な保守費用 → 削減



設置効果２

✓ 配管内部スケールによる断面積の縮小で流体輸送能力の低下 配管内部スケール除去で輸送能力向上

✓ 熱交換器内部スケール生成による熱伝達効率の低下 熱交換効率の増加

✓ 水質悪化による各種バルブおよび機器故障原因提供 故障原因の改善

✓ スケールによる電力使用量の増加 コスト削減

✓ 設備のメンテナンスコスト増加 コスト削減

✓ 薬品の濃縮による冷却水の頻繁なブローダウン発生 水の節約

✓ スライムや各種細菌による設備効率の低下 効率改善



Ⅻ.エネルギー効率の向上１

⇒スケールを除去、または、防止す
ると、エネルギー効率を高めること
でエネルギーコスト（電力使用料）
を削減できます。

熱交換部のスケール厚さによるエネルギー損失率

熱交換部スケール厚さ0.5mm堆積時
・吸収式冷凍機動力：約16％追加使用
・ターボ冷凍機動力：約13％追加使用

資料）日本Beatrix社：Scale Removal & Prevention Device 設備会社



エネルギー効率の向上２

⇒スケールを除去、または、防
止すると、エネルギー効率を高
めることでエネルギーコスト
（電力使用料）を削減できます。

熱交換部のスケール厚さによるエネルギー損失率

熱交換部スケール厚さ0.5mm堆積時
・圧縮機動力：約18％追加使用

資料）USA Carrier社：冷凍機設計ハンドブック

汚染度(Scale厚)による圧縮機所要動力増加
コンデンサーチューブ汚染による圧縮機の

所要動力の変化

汚染厚さ動力 汚染係数 汚染厚さ動力 汚染係数



エネルギー効率の向上３

スケール0.6mm堆積で
冷凍能力76％に低下、
燃料消費量２3％アップ

資料）日本冷凍空調工業会資料より

⇒SRDを利用して
スケールを除去、または、防止
すると、エネルギー効率を高め
ることでエネルギーコスト（電
力使用料）を削減できます。



XIII. 仕様

設備サイズ W:940 / L:1500 / H:1250

重量 380kg

吸上高/圧上高 8M/13M (MAX)

対象設備 冷却塔基準 400～600RT

消費電力 稼働時 1.8kW / 2.7kW (MAX)

入力電源 単相 AC200V / 60Hz・50Hz

処理容量 10m3/hr 基準

配管サイズ 給水-40A, 出水 -40A ,排出-40A

モデル名 SRD-500A

W:940 / L:1640 / H:1440

450kg

8M/19M (MAX)

冷却塔基準 700～1200RT

稼働時 2.8kW / 3.6kW (MAX)

単相 AC200V / 60Hz・50Hz

20m3/hr 基準

給水-50, 出水-50A ,排出-40A

SRD-1000A

W:1150 / L:750 / H:1250

300kg

8M/13M (MAX)

冷却塔基準 100～300RT

稼働時 1.8kW / 2.7kW(MAX)

単相 AC200V / 60Hz・50Hz

7m3/hr 基準

給水-40A, 出水 -40A ,排出-40A

SRD-300A



認定証



CE認証

CE認証 CE認証 CE認証CE認証

CEマーク（CEマーキング）とは、欧州連合（EU）で販売される指定製品に貼付を義務付けられる安全マークです。製品がEUの統一された安
全基準をクリアし、EU内で自由に流通できることを保証します. CEマークは「Conformité Européenne」（ヨーロッパ適合性）の略で、フラン
ス語で「Conformité Européenne」を意味します.



特許・商標

特許証 特許証 特許証特許証



要顧客会社1

㈜백학음료



主要顧客会社2

㈜케이아이비

우진기업 경일테크



■ ありがとうございます。

 HP： https://srd.jp
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